
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

【啓北小学校コミュニティ・スクール協議会委員】 

・委員長   清野 里子 さん （啓北きっずくらぶ代表） 

・副委員長  武田 大悟 さん （本校 PTA会長） 

・委  員  川瀬 枝穂 さん （地域ネットワーク委員会地域コーディネーター） 

吉田尚穂美 さん （       同    上        ）  

       尾崎 博美 さん （地区生涯学習推進委員会） 

       川路絵里香 さん （地区青少年委員運営協議会運営委員） 

       眞田 芳子 さん （啓北小学校お話しの会 代表） 

       田中 章予 さん （啓親児童保育センター 主任）  

笹島 香織 さん （帯広大谷短期大学地域教養学科特別任用准教授） 

「自分らしく 自分から」 

 
１ あいさつをしましょう 

２ 廊下を正しく歩きましょう 

３ 時刻を守りましょう 

 

令和７年 ３月１４日 発行 

学校だより 

今年度も残すところ登校日があと５日となり、卒業・修了式に向けての準備を進めています。今年度も、
昨年度同様に全校児童と卒業学年の保護者が同一会場に入っての卒業式です。全校児童で、卒業する６年
生へのお祝いの気持ちを伝えるとともに、修了式としての節目を各学年の児童がしっかりと感じられる式
にしていきたいと考えます。 
さて、今年度を振り返ると、運動会、学習発表会などの学校行事を予定通り開催することができ、多く

の保護者や地域の方に参観に来ていただきました。また、年度始めには、土曜日に全校参観日とＰＴＡ総
会を開催し、ＰＴＡ活動や地域の取組などを周知する機会をつくることができました。地域の方々の協力
により啓北みんなの盆踊りや啓北きっず、音楽のひろばなど、啓北の子どもたちが楽しめる機会も盛りだ
くさんでした。この１年間の、保護者、地域の皆様のご理解、ご協力に感謝いたします。ありがとうござ
ました。今年度を振り返って、啓北小学校コミュニティ・スクール協議会の皆様からも、様々なご意見等
をいただきましたので、一部となりますがご紹介いたします。貴重なご意見ありがとうございました。 

★今年の大雪は予想以上でしたが、通学路の除
雪が進まないことはとても残念なことでした。
車道を通らなければ進めないところが学校の
すぐ近くでもあり、地域としてどうにかでき
ないものかなと思いました。地域がもっと学
校や子どもたちに関心をもつべきですね。 

★学校行事の見学はできませんでし
たが、いつ、どこで、何をするの
かがわかる案内は、一番大切と考
えます。ぜひ、今後も、学校外の
地域の方々にご周知いただき、参
加、見学できるようお取り計らい
願います。 

★コロナが明けて２年目の今年度、やっと色々
な事がいつも通りに行う事が出来るようにな
ったと実感できた１年でした。２月の大雪の
影響で、学校や行事がお休みになってしまい
ましたが、たくさんの保護者の皆さんや地域
の皆さんが、誰に言われたのでもなく、子ど
もたちのためにと除雪や見守りに動いてくだ
さった姿が、まさに地域全体で子どもたちを
育てる、という言葉の通りだったのではない
かとあらためて感心した瞬間でした。これか
らも、私たちの活動が、子どもたちの成長の
一助になれば幸いです。 

★啓北小学校の教育活動に敬意を表します。先生方に関して
も、教育実践発表会等で多忙にもかかわらず、いろいろな
生涯学習推進委員会の事業にお手伝いをいただき有り難
うございました。また、啓北みんなの盆踊りなどは、地域
コーディネーターが企画、運営のもと、ボランティア団体
の協力もあり、盛大に行われていることは、大変うれしく
思います。地域に根ざした事業にしていただければと思い
ます。PTA感動体験プロジェクトは素晴らしいものです。
これからも続けてください。 

★多くの学校行事にお声がけいただ
き、普段の学童生活だけでは見ら
れない子どもたちの表情を間近で
見ることができ、とても良かった
です。 

★コロナ禍を過ぎて、もとの生活に戻ったなと感じる反面、
保護者、地域の方とのつながりは少し距離が空いた風に思
います。学校と保護者の関わりにおいては、大きな空白期
間であったと痛感しております。ですが、啓北小が育んで
きた風土は、少しのきっかけさえあれば、また、ぐっと距
離感は縮まると思います。PTA 活動は、プロジェクト制
がようやく実りを迎えつつあると思います。多くの方に知
っていただくには、もう少し時間がかかりそうですが、取
り組み方は良い形となったと思います。令和７年度は役割
分担を担って、更に輪が広がることを期待し、企画します。 



来年度

の予定

から 

  

   

  

 

  

  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

    

 

 

■ サイロ３月号 

入 選   

 題名「わがやの休日」  

５年 山下 諒一 さん 

    題名「感情を見た人はいなかった」 

           ５年 駒井 健人 さん   

 

☆３月６日の臨時休業への対応について、ご理解ご協力いただき、ありがとうございました。 

■ 第３０回ちびっこフットサルU-９リーグ 

  Cブロック 優 勝   

３年 佐々木 遥志 さん  
※所属：帯広 Jｒサッカークラブ 

■ 第６３回全十勝学校書道書初展覧会 

  特 選 HBC帯広放送局長賞   

５年 塚田 紗菜 さん   

学校評価の結果・考
察についての詳細は、
本校のホームページ

をご覧ください。 

今年度も２回目となる学校評価のための保護者アンケート（後期）を実施させてい
ただきました。お忙しい中、回答へのご協力ありがとうございました。（回答率 61.1％） 
皆様からお寄せいただいた結果の概要につきましては、児童のアンケート結果と併

せて本校のホームページ上でお知らせいたします。回収率の違い等から単純な比較は
できませんが、学校では１回目と比較しながら考察を進めています。今後の学校運営
に生かしてまいります。ありがとうございました。 

保護者からのアンケートでは、1回目と比較して、良い傾向として捉えられることが増えています。特に、

「学校は子どもたちが安心して、楽しい生活を送るために校舎、グラウンド、教室などの環境整備に努めてい

ると思いますか。」の項目の評価が高く出ていました。昨年度からご意見の多かった教室環境についてですが、

この冬期間に全ての学級にエアコンが設置され、次年度から活用できることになりました。また、校舎内の清

掃や修繕など、本校の校務員が中心になって日々整備してくれています。今後も、教育環境を整え、子どもた

ちが生き生きと学習に集中できるようにしていきたいと考えます。 

また、特徴的なところでは、スマホ等の所持率が、１回目に比べて約２倍に増加しています。これからの時

代には欠かせないものではありますが、ＳＮＳ等の問題など学校では把握できないトラブルも増加しています。

家庭でスマホ等を持たせる際には家庭でのルールを定めるなど、情報モラルについての指導もお願いします。 

また、学習発表会の観覧席の設け方やマナー等についてのご意見もいただきました。参観に来られた方が、

気持ちよく参観できるよう、検討していきたいと考えていますので、ご協力をお願いいたします。 

今年度も、たくさんの人
が「自分らしくがんばっ
たこと」を校長室まで報
告に来てくれました。あ
りがとうございました！ 

◆入学式・始業式      ４月８日（火） 

◆４月参観日・PTA総会  ４月２４日（木）午後日程 

◆運動会         ６月７日（土） 

     ※令和７年度の学校行事予定表は、次年度配付いたします。 

中学校と参観
日の日程を調
整し、この日に
なりました。 


